
















般財団法人 640 館、会社 242 館、ＮＰＯ法人 77 館、
その他 228 館となり、直営館 3035 館は、都道府県
211 館、市（区）1,985 館、町 728 館、村 109 館、組
合 2 館である。
　本稿は、全国博物館を対象にした最新のアンケート




平成 25 年 12 月 1 日を基準日に、4045 館に送付し、
回収は 2258 館（回収率 56％）。そのうち公立館は
1727 館あり、その内訳は指定管理館 475 館（公益法
人 312 館、企業 100 館、NPO28 館、その他 35 館）、
直営館 1252 館（都道府県 127 館、区 22 館、指定都


















しており、東京 23 区では 33% が導入している。市を
みると、やはり人口規模が大きい自治体ほど、指定管
理者制度の導入率が高い。人口 50 万人以上の市では、


























































　契約期間は 5 年が 61% と最も多い。次に 3 年が


































































その中でも 300 日以上になると指定管理館 72％、直
















































































































































































口 10 万人～ 30 万人未満）で 20％以上の開きがある。
例えば、指定都市では指定管理館の実施率 60％に対し







































1. 県立 2. 区立 3. 指定都市 4. 市立１ 5. 市立２ 6. 市立３ 7. 市立４ 8. 町立 9. 村立 その他 総計
指定管理館 (N=411) 86 10 42 11 39 77 108 29 4 5 411
指定管理館・定期的に自己評価を実施 (N=178) 46 8 25 4 15 38 31 7 1 4 179
指定管理館・自己評価実施率 (N=178) 53% 80% 60% 36% 38% 49% 29% 24% 25% 80% 44%
直営館 (N=1206) 119 20 59 10 76 248 408 233 30 3 1206
直営館・定期的に自己評価を実施 (N=335) 53 8 17 6 26 60 92 64 8 1 335
直営館・自己評価実施率 (N=335) 45% 40% 29% 60% 34% 24% 23% 27% 27% 33% 28%
表1　自己評価実施状況
区立：東京 23 区
市立 1：人口 50 万人以上
市立 2：人口 30 万人以上、50 万人未満
市立 3：人口 10 万人以上、30 万人未満



























の平均は 3421 万円、直営館は 1499 万円。指定管理
館同士の各平均は、公益館が 4135 万円、企業館 3101
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し、直営館のなかでも県立は 69%、人口 30 万人～ 50
万人未満の市立は 58% というように、設置者によって
は直営館が上回るところもある。
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